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※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問

会
派
の
略
称

（自民党・信頼）　自由民主党・信頼の小金井
（日本共産党）　日本共産党小金井市議団
（公 明 党）　小金井市議会公明党
（み ら い）　みらいのこがねい
（こ が お も）　小金井をおもしろくする会
（市 民 会 議）　こがねい市民会議

（情 報 公 開）　情報公開こがねい
（改 革 連 合）　改革連合
（生活者ネット）　生活者ネットワーク
（こ が あ す）　小金井の明日をつくる会
（市民カエル）　市民といっしょにカエル会
（緑・つながる）　緑・つながる小金井

�

沖
浦
あ
つ
し

�

（
こ
が
あ
す
）

ア
児
童
・
生
徒
の
携
帯
電
話
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
所
持
率

が
年
々
上
昇
す
る
中
、
教
育
委

員
会
が
小
・
中
学
生
に
対
し
行

っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
実
態
調
査
に

つ
い
て
、
実
態
と
課
題
は
。
イ

学
校
で
の
ル
ー
ル
は
。
ウ
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
を
よ
り
良
く
使
う
た
め
に
、

学
校
と
し
て
児
童
・
生
徒
、
保

護
者
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
べ

き
。
そ
の
取
組
は
。
エ
い
じ
め

や
虐
待
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
す
る

ツ
ー
ル
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利

用
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

学
校
教
育
部
長　

ア
中
学
校

３
年
生
で
約
９
割
、
小
学
校
１

年
生
で
も
約
４
割
が
メ
ー
ル
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
連
絡
を
取
り
合
っ
て

お
り
、
身
近
な
も
の
に
な
っ
て

�

宮
下　

誠

�

（
公
明
党
）

❶
明
年
に
迫
っ
た
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京

大
会
は
、
本
市
に
と
っ
て
貴
重

な
チ
ャ
ン
ス
だ
。
ア
こ
き
ん
ち

ゃ
ん
風
呂
敷
を
作
っ
て
都
内
で

配
り
、
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
は
ど

う
か
。
イ
外
国
人
旅
行
者
の
急

増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
を
有
効
活
用

し
、
日
本
の
伝
統
文
化
の
関
係

イ
ベ
ン
ト
を
同
大
会
に
合
わ
せ

て
開
催
し
て
は
。
ウ
明
年
４
月

は
宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
の
指
定
管

理
期
間
の
節
目
で
あ
り
、
公
募

の
条
件
に
同
大
会
へ
の
企
画
案

も
盛
り
込
ま
せ
て
は
ど
う
か
。

市
民
部
長　

ア
本
市
の
文
化

や
観
光
、
商
業
の
振
興
に
と
っ

て
も
大
き
な
効
果
が
あ
る
。
千

�

小
林
正
樹

�

（
公
明
党
）

❶
平
等
な
社
会
参
加
を
推
進

す
る
た
め
に
、
早
急
に
具
体
的

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
ア
ま

ち
に
障
害
が
多
く
、
社
会
参
加

が
進
ん
で
い
な
い
状
況
の
中
で
、

本
来
の
要
望
も
把
握
し
き
れ
て

い
な
い
と
考
え
る
が
、
市
の
認

識
は
。
イ
手
話
は
、
言
語
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
る
。「
手
話

言
語
条
例
」
を
制
定
す
べ
き
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
十
分
で

は
な
い
と
考
え
る
。
イ
意
義
深

い
も
の
と
考
え
る
。
障
害
者
差

別
解
消
条
例
に
対
し
、
や
る
べ

き
こ
と
が
あ
る
と
考
え
る
た
め
、

検
討
す
る
。
自
立
支
援
協
議
会

の
皆
様
に
も
ご
議
論
頂
き
た
い
。

❷
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

は
ま
す
ま
す
難
し
い
。
こ
の
よ

�

白
井　

亨

�

（
こ
が
お
も
）

栗
山
公
園
は
市
立
公
園
の
中

で
最
も
利
用
者
が
多
い
が
、
多

目
的
広
場
は
小
石
が
多
く
危
険

で
あ
る
。
ア
こ
の
状
況
を
市
は

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

イ
20
年
間
、
多
目
的
広
場
の
整

備
記
録
が
見
当
た
ら
な
い
が
。

ウ
今
後
の
市
の
対
応
方
針
は
。

環
境
部
長　

ア
地
下
に
雨
水

浸
透
管
と
浸
透
ま
す
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
効
果
的
に
浸
透
す

る
よ
う
表
面
10
㎝
の
土
の
下
に

砕
石
を
一
面
に
敷
き
詰
め
て
い

る
。
表
面
の
土
が
削
ら
れ
石
が

地
表
に
出
て
お
り
、
利
用
者
に

は
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
る
。

イ
平
成
20
年
頃
ま
で
は
広
場
に

砂
や
土
を
入
れ
、
平
ら
に
す
る

地
盤
整
備
は
繰
り
返
し
行
っ
た

が
、
こ
こ
10
年
は
行
っ
て
い
な

い
。
ウ
表
面
の
土
を
取
り
除
き

砕
石
の
敷
き
慣
ら
し
な
ど
も
考

え
て
い
る
が
、
相
当
な
費
用
と

工
事
期
間
が
必
要
。
公
園
の
長

寿
命
化
計
画
に
事
業
と
し
て
位

置
付
け
、
補
助
金
を
得
た
い
が
、

最
短
で
も
３
年
後
以
降
と
な
る

た
め
、
応
急
処
置
的
に
表
面
の

石
の
撤
去
と
土
の
追
加
、
転
圧

な
ど
を
研
究
し
て
い
る
。

載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、

都
心
へ
出
向
き
、
な
ん
ら
か
の

Ｐ
Ｒ
を
す
る
の
も
良
い
ア
イ
デ

ア
だ
。
イ
本
市
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
発
達
し
て
い
る
ほ
か
、

観
光
ま
ち
お
こ
し
協
会
、
商
工

会
、
文
化
関
係
団
体
等
が
あ
る
。

協
力
し
な
が
ら
同
じ
方
向
へ
進

ん
で
い
き
た
い
。
ウ
次
期
指
定

管
理
者
の
選
定
に
当
た
り
対
応

が
必
要
な
た
め
、
検
討
し
た
い
。

市
長　

こ
の
文
化
イ
ベ
ン
ト

に
は
、
ぜ
ひ
取
り
組
み
た
い
。

❷
東
京
都
が
同
大
会
に
向
け

て
展
開
す
る
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
市
内
の
諸
行
事
を
乗
せ
て
、

機
運
醸
成
に
寄
与
し
な
い
か
。

市
民
部
長　

市
の
事
業
を
精

査
す
る
と
と
も
に
、
関
係
団
体

の
意
向
も
確
認
し
つ
つ
進
め
て

い
き
た
い
。

い
る
実
態
と
、
家
庭
で
の
ル
ー

ル
作
り
の
推
進
が
課
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
保
護
者
が
子
ど
も
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
心
配

す
る
時
期
が
分
か
っ
た
と
い
う

成
果
も
あ
っ
た
。
イ
携
帯
電
話
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
学
校
へ

の
持
込
み
は
原
則
認
め
ら
れ
て

い
な
い
。
ウ
学
校
公
開
や
セ
ー

フ
テ
ィ
教
室
で
の
講
習
な
ど
、

保
護
者
も
参
加
で
き
る
工
夫
を

し
て
い
る
。
学
校
で
の
学
習
活

動
の
工
夫
を
支
援
し
、
家
庭
の

ル
ー
ル
作
り
の
啓
発
に
努
め
る
。

エ
東
京
都
教
育
委
員
会
が
作
成

し
た
ア
プ
リ
等
を
活
用
し
、
児

童
・
生
徒
が
い
じ
め
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
身
近
な
教
員
等
に

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
で
き
る
よ
う
相

談
体
制
を
整
え
て
い
く
。

う
な
環
境
を
乗
り
切
る
力
を
身

に
付
け
、
社
会
に
送
り
出
す
た

め
に
、
直
接
体
験
を
通
じ
、
青

少
年
の
「
生
き
る
力
」
を
育
ん

で
い
く
こ
と
は
行
政
の
大
き
な

か
じ
取
り
が
求
め
ら
れ
る
。
青

少
年
教
育
の
目
標
を
持
つ
、
担

当
部
署
の
一
元
化
、
地
域
の
人

材
が
集
ま
り
議
論
を
す
る
組
織

づ
く
り
、
人
材
の
養
成
に
力
を

入
れ
る
な
ど
、
検
討
す
べ
き
。

教
育
長　

議
員
と
認
識
は
同

じ
。
子
ど
も
の
課
題
、
情
報
共

有
は
早
急
な
対
応
が
必
要
。
地

域
の
実
態
に
応
じ
、
き
め
細
か

な
対
応
を
行
う
た
め
、
子
ど
も

の
地
域
の
学
び
の
場
を
充
実
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
小
金
井

型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の

在
り
方
の
検
討
が
必
要
。
平
成

31
年
度
研
究
校
を
設
置
す
る
。

�

　

鈴
木
成
夫

�

（
み
ら
い
）

ア
将
来
、
医
療
的
ケ
ア
が
必

要
な
児
童
・
生
徒
の
受
入
れ
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
、
ど
の
よ

う
な
体
制
整
備
が
必
要
か
。
イ

学
務
課
・
指
導
室
・
庶
務
課
と

福
祉
担
当
を
総
括
・
一
体
化
す

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
の
検
討
を

始
め
な
い
か
。

教
育
長　

ア
医
療
的
ケ
ア
が

必
要
な
子
ど
も
の
幸
せ
を
第
一

に
考
え
、
体
制
を
整
え
る
こ
と

も
重
要
と
考
え
る
が
、
保
護
者

の
意
向
に
そ
の
ま
ま
沿
う
こ
と

が
で
き
ず
、
お
断
り
す
る
ケ
ー

ス
も
今
の
段
階
で
は
あ
る
か
と

思
う
。
様
々
な
専
門
家
と
相
談

し
な
が
ら
、
保
護
者
と
の
建
設

的
対
話
を
通
し
、
必
要
な
調
整

を
考
え
て
い
き
た
い
。
医
療
的

ケ
ア
児
は
一
人
一
人
異
な
る
悩

み
を
抱
え
て
い
る
た
め
、
一
人

一
人
の
悩
み
に
寄
り
添
っ
た
対

応
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

対
応
策
を
記
録
に
残
す
こ
と
は
、

次
の
対
応
の
参
考
に
な
る
。
イ

子
ど
も
の
真
の
幸
せ
を
考
え
て

教
育
環
境
を
整
え
よ
う
と
す
る

と
き
、
専
門
家
が
知
恵
を
出
し

合
い
対
応
策
を
検
討
す
る
こ
と

は
大
切
で
あ
る
と
思
う
。
す
ぐ

に
実
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

日
常
的
に
情
報
共
有
で
き
る
体

制
構
築
も
含
め
、
全
て
の
子
ど

も
の
幸
せ
の
実
現
に
向
け
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
開
設
に
つ
い

て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、「
地
域
が
い
の
ち

を
守
る
ま
ち
小
金
井
」
の
実
現

に
向
け
た
課
題
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

�

吹
春
や
す
た
か

�

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
ア
平
成
32
年
度
の
女
性
消

防
団
員
募
集
の
検
討
状
況
は
ど

う
か
。
イ
消
防
団
員
は
現
状
７

人
欠
員
で
あ
る
。
団
員
の
募
集

方
法
を
見
直
す
時
期
で
は
。

総
務
部
長　

ア
本
団
付
け
配

置
を
予
定
し
、
入
団
資
格
、
活

動
内
容
、
定
数
等
を
検
討
中
。

市
長　

イ
消
防
団
員
に
欠
員

が
あ
る
こ
と
は
十
分
認
識
し
て

い
る
。
具
体
策
を
述
べ
る
状
況

で
は
な
い
が
、
担
当
と
検
討
し

て
い
る
段
階
で
あ
る
。

❷
総
合
防
災
訓
練
は
市
内
で

１
か
所
に
集
ま
り
、
３
年
間
同

じ
よ
う
な
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ

て
い
る
。
ア
内
容
が
マ
ン
ネ
リ

化
し
て
い
な
い
か
。
イ
各
避
難

所
な
ど
複
数
の
場
所
で
の
開
催

�

村
山
ひ
で
き

�

（
み
ら
い
）

❶
ア
第
３
次
小
金
井
市
食
育

推
進
計
画
に
あ
る
５
つ
の
取
組

の
指
標
の
達
成
状
況
は
。
現
状

を
把
握
す
べ
き
。
イ
年
２
回
の

食
育
リ
ー
ダ
ー
会
議
の
内
容
と

成
果
は
。
ウ
江
戸
東
京
野
菜
の

給
食
使
用
例
は
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
本
年
度
、

庁
内
各
課
を
対
象
に
進
捗
状
況

を
調
査
し
、
初
め
て
個
別
施
策

等
、
取
組
指
標
の
関
連
付
け
を

行
い
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
評
価
で
自
己

評
価
を
行
っ
た
。

学
校
教
育
部
長　

イ
食
育
に

関
す
る
知
識
や
実
践
を
学
ぶ
貴

重
な
機
会
。
食
育
リ
ー
ダ
ー
が

中
心
と
な
っ
て
推
進
し
て
い
き

た
い
。
ウ
大
蔵
ダ
イ
コ
ン
、
シ

ン
ト
リ
菜
を
使
用
し
た
「
江
戸

こ
が
ね
汁
」
を
提
供
し
、
献
立

表
等
で
周
知
し
た
。

❷
無
電
柱
化
推
進
計
画
に
つ

い
て
。
ア
道
路
の
舗
装
、
街
路

灯
、
街
路
樹
、
標
識
、
ベ
ン
チ

な
ど
一
体
的
な
整
備
が
必
要
で

は
な
い
か
。
イ
変
圧
器
な
ど
を

収
納
す
る
地
上
機
器
を
ラ
ッ
ピ

ン
グ
す
る
デ
ザ
イ
ン
の
ア
イ
デ

ア
を
商
店
会
や
学
生
か
ら
公
募

し
て
は
。
ウ
新
た
に
路
線
が
追

加
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
か
。

都
市
整
備
部
長　

ア
埋
設
物

の
整
理
や
電
線
共
同
溝
の
設
置

に
伴
い
掘
削
を
行
う
の
で
、
道

路
の
高
質
化
を
実
施
す
る
機
会
。

イ
機
器
本
体
は
電
気
事
業
者
の

財
産
で
あ
る
。
ラ
ッ
ピ
ン
グ
は

都
と
の
協
議
が
必
要
な
た
め
、

研
究
し
た
い
。
ウ
技
術
的
に
実

現
可
能
な
路
線
は
追
加
し
た
い
。

等
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

ア
内
容
の
マ
ン

ネ
リ
化
に
つ
い
て
は
度
々
指
摘

を
受
け
、
工
夫
し
て
い
る
。
イ

複
数
の
場
所
で
開
催
す
る
と
、

市
と
関
係
機
関
の
マ
ン
パ
ワ
ー

が
不
足
し
、
内
容
が
薄
く
な
る

事
は
避
け
ら
れ
ず
難
し
い
面
も

懸
念
さ
れ
る
。
抜
本
的
な
変
更

を
含
め
て
模
索
し
て
い
き
た
い
。

❸
市
役
所
に
は
非
常
用
発
電

設
備
が
な
い
。
災
害
時
に
災
害

対
策
本
部
を
運
営
で
き
る
か
。

総
務
部
長　

発
電
機
８
台
と

備
蓄
燃
料
１
日
分
で
対
応
す
る
。

市
長　

新
庁
舎
の
発
電
機
能

確
保
は
し
っ
か
り
対
応
し
た
い
。

■
そ
の
他
、「
総
合
防
災
訓
練
来

場
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
」、

「
指
定
要
員
参
集
訓
練
の
更
な

る
展
開
」
を
主
張
し
ま
し
た
。

東
京
大
会
２
０
２
０
は

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス

ネ
ッ
ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を

よ
り
良
く
使
う
た
め
に

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な

児
童
受
入
れ
の
検
討
状
況
は

栗
山
公
園
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

力
を
入
れ
よ

誰
も
が
平
等
に

社
会
参
加
で
き
る
ま
ち
に

食
育
の
地
域
展
開
・
無
電
柱
化

推
進
計
画
に
つ
い
て

女
性
消
防
団
員
／

市
役
所
非
常
用
電
源
状
況

栗山公園の地表の様子
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